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慶慮 医 学 ・84(2):69～84,2007

綜 訓

西洋医学 の伝来 と ドイツ医学の選択

慶晒義塾大学名誉教授

　 やサ　　だ　　けん じ ろう

　安 田 健次郎

Key　Words:西 洋医学の移入とその変遷,明 治維新と医制創建,慶 懸義塾医学所 と英医学

はじめに

　禰沢諭吉先生は明治6年(1873),間 医掌を修めた後

ヘボンに師事 した松山棟庵(註)を 校長としてイギ1,ス

医学を範とする慶慮義塾医学所を創設された.時 代の趨

勢と財政等を勘案 し明治13年 に閉鎖された,そ れに先

立ち,明 治政府内では西洋医学を取り入れる方針を建て

明治2隼 頃か ら何れの国の医学を採用するか検討が行わ

れていた.初 めオランダ医学とイギリス医学が候補にあ

がっていたが,結 果として ドイッ医学を採用する事になっ

た。それ以降昭和20年 代の前半に至るまで約80年 間,

ドイッ医学は日本の医学に大きな影響を与える耶になる.

ここでは,先 ず日本への西洋医学移入経過の概要を記 し,

次に明治維新前後における国の内外の大きな変化の中で,

将来日本の範とする外国医学選択の経緯,導 入された ド

イッ医学の受け入れ伏況及びその影響について述べる,

(註)24回 生松山春郎先生の祖父.

1。西洋医学との接触

8)南 蛮医学との出会い

　 日本は西洋以外の国々の内,最 も早 く西洋式の政治,

経済,社 会教育等の システムを取り入れたが,自 然科学

や医学 もその中に入る.ポ ル トガル人が種子島に漂着 し

鉄砲を伝えたのは天文12年(1543)で あった.や や遅

れてスペイン人との接触が続 く.こ れ ら南蛮人の来日目

的はキリスト教の布教 と貿易であったが,伴 って医学が

伝え られた,弘 治3年(1557),医 師で貿易商であるポ

ルトガル人のルイス・デ ・アルメイダが イエズス会の宣

教師 として肥前の平戸に上陸 した後豊後の府内(ふ だい,

大分巾)に 移 り,領 主大友義鎮の庇護を受 けて日本最初

の西洋式病院 「慈悲院」を關いAAgE]ll,16世 紀中頃

織田信長はイエズス会士に好意的であった.豊 臣秀吉は

しばらくの間イエズス会に敬意を表していたが,日 本の

宗教と相容れぬものであり,国 民の幸福に反するもので

あると考え,天 正15年(1587)イ エズス会士の国外追

放を布告 したが実行には移 さなかった.イ エズス会士 も

京都か ら長崎に移 り活動の自粛に努めた.他 方,文 禄2

年(1593)ス ペイ ンのフランシスコ会士が フィリッビ

ンか ら日本に来て宣教を始めた.フ ランシスコ会士は貧

しい人々,学 問のない人々を相手に活動 し,イ エズス会

士は支配階級に属する人々,富 裕な人々,知 識階級の人々

を対象に活動 していた.フ ランシスコ会士は秀吉に直訴

して京都 に聖 アナ病院 と聖ホセ病院を作 りハンセン病等

の患者の診療に当たった.し か し,ポ ル トガルとスペイ

ンは歴史 的 に敵対 関係 に あ った.ま た,明 慮3年

(1494)に 教皇アレキサ ンダー六世が定めた両国の活動

範囲の境界線をスペインは破 っていた.前 述の様に両国

は活動の対象 も異なり,宗 教上の習慣や制度 も互いに反

目しあっていた.秀 吉はマニラとの貿易を盛んにする為

フランシスコ会に好意的であったが,二 っの会の争いに

は困惑 していた.慶 長元隼(1596)ス ペイン船が難破

した際に積み荷を日本人が取ったとしてスペイン船の船

艮がスペイン軍が日本を攻めると脅か したのを契機に,

日本に居る外国人宣教師の扱いは処刑を交え極めて厳 し

くなった.慶 長3年 に秀吉は死に,後 継者の徳川家績は

国の内紛処理に追われ,外 国人宣教師の追放を実施する

事な く17年 間放置 した.そ うしている内にオランダ人

が来て,こ れまで日本において優位な立場を維持 してき

たポルFガ ル人の努力は一補されたzoo.

b)紅 毛医学の伝来

　 オ ラ ンダ と日本が初 め て接 触 したの は慶 長5年

(1600)に オランダ船 リーフデ号が豊後にやって来た時

であるzei,その二年後にオランダ東インド会社が没立さ
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れ た.そ して 日 本 との 貿 易 を 目的 と して初 め て の商 館 が

平戸 に出来 た が,寛 永19年(1642)に 長崎 の 出 島に 移 っ

た,幕 府 の 鎖 国 政 策 は寛 永ion(1639)に オ ラ ン ダ人

と 中国 人 以 外 の 外 国 人 の 入fWを 禁 じた,商 館 に は商 館 長

と若 干 名 の館 員 及 び それ らの 人 々 を診 療 す る1'k師(商 館

医)が 来 て い た.FI本 の 鎖 国 が 終 わ る安 政5年(1858)

まで に 来 た商 館 医 は約100人 で あ り,そ れ 等 の 医 師 が

それ ぞ れ 樫度 の 差 こ そ あれ 伝 統 的 医学 に漢 方 を取 り入 れ

たU本 の 医学 に影 響 を与 え た.此 等 紅 毛 人 医 師 は十.と し

て オ ラ ンダ人 で あ ったが ドイ ツ人,ス ヱ ー デ ン人 そ の 他

も含 まれ て い たY.:X.。寛 永 里9年(1642)に 出 島 がa:;一;

か ら長 崎 に移 され てか ら は商館 に は オ ラ ンダ人医 師 が常

駐 す る様 に な っ たSf'ゆ.

H.オ ランダ医学伝来時の国内状況

の 初期の反応

　出島のオランダ医は船の外科医が多かった,長 崎の通

詞(通 訳)は 初めは医師ではなかったが,だ んだん1}(IO,j;

を持 ち始め,通 詞の家系から紅毛流外科医が生 まれ始め

た.西 洋外科書を翻訳する試みも山たが,本 の部分的翻

訳であったものが多 く,一 門内でのみ伝えられ る場合が

多かった81.

b)や や進んだ状態

　オランダ語の解剖学書の翻訳により解体新.1(が刊行さ

れ蘭学発展の一里塚となった.幕 府は特に抑える事をせ

ず,翻 訳の全盛期を迎える.

C)さ らに進んだ状態

　 シーtル ト事件で蘭学は一時的に停滞 した.し か し,

且aso　fifl'に好転する.有 名な蘭学私塾が京都,大 阪,

江戸等に創設された,代 表的なものは,緒 方洪庵の適塾,

佐藤泰然の佐倉順天堂等である.蘭 医学の興味は外科か

ら内科 ・病理 に移る.翻 訳sも 内科書が多 くなる.

d)幕 末における西洋諸国接触の時期

　西洋諸国からの;u事 的脅威に対応 し,オ ランダに依頼

して長崎に海軍伝習所を作 る.伴 って,医 学伝習の医師

ポンペ来 日.最 初の系統的西洋医学教育が始 まり,西 洋

式病院も創設 される.派 遣医 も軍医学校か大学出身者と

なる.

III.出 島に来た医師運の内,

　 顕著な影響を残 した例

　a)最 初 に 来 た医 師 は ヘ ル セ ンベ ル グ,次 い で バ ル ビ

エ ー ル,更 に ク ラウ ゼ ンで あ る.ク ラ ウゼ ンは商 館 長 に

髄 伴 して 出府 し将 軍 徳 川 家 光 に謁 見 して い る.

　 b)次 い で,カ スパ ル ・スハ ム ・ブ ル ヘ ル で あ る,慶

長2年(1649)に 来 日.ヨ ー ロ ・7パ人 の 内,年 表 .t.最

初 の 人 物 で あ る.ド イ ツの 理 髪 外 科 医 で あ る.寛 永20

年(isns)オ ラ ンダ船 が 南 部 藩 の 山 田 浦 に漂 着 した際

に水 と 食料 を求 めて 上 陸 した船 長 以 下が 発砲 した事 件 及

び止fR　4年(isa7)オ ラ ンダ船 か ら乗 船 貸 を 借 り た ポ

ル トガ ル船 が 艮 崎 に入 港 し。 オ ラ ン ダが 来 港 を 禁 じられ

た ポ ル トガ ル に加 担 した琳 が わ か り,オ ラ ン ダと 日本 の

関 係 が 険悪 に な った.こ う した事 態 を打 開 す る為 オ ラ ン

ダか ら特 使 が 派 遣 され,優 秀 な 外 科 医 カ スパ ルが連 れ て

来 られ た の で あ る.慶 長3年(1650)特 使 一 行 が 参 府

の 後 カ スパ ル は江 戸 に残 り外科 医 療 を教 え,医 学 の熱 心

な伝習 を 行 っ た.教 え を 受 け た者 の 中 に は後 に活躍 す る

西 玄 甫,嵐 山 甫 安,及 び桂 川 甫 築 等 が い るわ.

　 c)ウ イ レム ・テ ン ・ラ イ ネ は延 宝2年(1674)に 来

1三1し2年 間 滞 在 した.二 度 江 戸 参 府 に随 行 し幕府 要 人 の

診 療 も行 った.鋭 い観 察 力 と科 学 知 識 を持 ち,日 本 の医

術,国trt動 植物 を観 察 し 「日本 誌.を 作 成 した.出 島

に 来 た 医師 の 中 で 正式 に 大学 教 育 課 程 を 修 了 した最 初 の

医 師 で あ る:6,2S.卸.

　 d)エ ンゲ ル ベ ル ト ・ケ ンベ ル は ドイ ツ 人.元 禄3年

(1690)に 長 崎 に 来 た.診 療 の 傍 ら日本 に 閲 して 広 範 囲

の莫 大 な資 料 を収 巣 し海 外 に 伝 え た.「 ケ ンペ ル 日本 誌 」

は 正 し く日木 を紹 介 したna初 の本 で あ る.二 年 間 に二 度

江 戸 参 府 した.将 軍 網 吉 と医 療 に関 す る問 答 を行 りた3`.

　 e)フ イ リ ップ ・フ ラ ンツ ・フ ォ ン 。シ ー ボル トは ヴ ュ

ル ッ プル グ大 学 医学 部 を 出 た ドイ ッ人。 東 イ ン ド会xtに

入 りオ ラ ン ダ政 府 の命 令 を受 け て オ ラ ン ダ商館 付 きの医

師 と して来 た(文 政6年,1823).医 学 の 伝 習 と 日本 の

自然.科学 的,民 族 的 研 究 を 目的 と して い た.鳴 滝 塾 を建

て蘭 医学 の臨 床 教 育 の み な らず 自然 科学 の初 歩 を教 え た,

臨 床 講 義 と共 に実 際 に手 術 を見 せ 門 人達 に観 察 させ て医

学 教 育 を行 った.こ の時 点 で西 洋 の大 学 の 医 育方 式 が 初

め て 日本 に導 入 され た.ヨ ー ロ ッパ で発 展 した近 代 科学

が 彼 を経 て 日本 の若 き学 徒 に移 埴 され 明 治 に 至 って実 を

結 ん だ.大 きな 影響 を与 え た理 由 は大 学 出身 の教 養 あ る

人物 で あ ったali.日 本 で 聞学 の 重 要性 が 認 識 され 始 め た

時 期 に来 た事 等 が 挙 げ られ る置D.

　 f)オ ッ トー ・ゴ ッ トリー プ ・モ ー ニ ッ ケ は 嘉 永 元 年

(1848)に 来 日 し3年 間 滞 在.牛 痘 種 を持 参 した.ま た。

1816S)'一に フ ラ ンス人 ラ エ ネ ッ クが 発 明 した聴 胸 器(今

1.1の聴 診 器)を もた ら したxri.

　 g)ヨ ハ ネス ・リデ イ ウス 。カテ リー ヌ ・ポ ンペ ・フ ァ

ン ・メ ル デ ル フt一 ル トは安 政4年(1857)に 出 島 に
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到着 した.安 政元年(1854)に 日米親和条約が結ばれ

下田と函館は開港 し鎖国体制は終 った.こ の状況変化に

対 し,幕 府は海防の必r性 を感 じ,そ の対策の一環とし

て1855年 にオランダ政府の援助 により長崎に海軍伝習

所を開いた.こ の海軍伝習の為に,オ ランダ商館医ファ

ン・デン・ブルックが医学教育を任され,ブ ルックの後

任がボンベである.ポ ンペは日本が招聰した医師であり,

今迄の商館付き医師とは資格が異 なる91.幕 府からは奥

医師松本良順(佐 倉の佐藤泰然の実子,松 本家に養子入

り)が 派遣された.ボ ンベは自然科学の意義と内容,こ

れが文化に及ぼす影響と医学 との関連を誹 しく述べてい

る6ID.1861年 には長崎養生所を開設 して医療 と医師

の教育を行った.こ れは後に精得館と名を変え,や がて

長崎府医学校病院となり長崎医科大学となった,ポ ンペ

は基礎と臨床の課程を系統的に学習 し全課程を5年 間と

する医学教育を行った.ea　sr;.外 人では初めて人体解

剖を行い基礎医学の必要性を強調 した.今 日の大学教育

と殆ど1司じ講義形態であ り,そ の後の日本の医学教育の

あり方に大きな影響を残 した,緒 方洪庵はポンペの教育

法を見て 「我が蘭学一変の時期到来」 と盟識し息子平三

と次男の准準をポンペの学校で学ばせた.又,適 塾で福

沢諭吉先生の次の塾頭であった長與専済がiCPに 勉強に

行く希5f1を持 っていたが,長 崎のポンペの下で学ぶ様に

変えさせた.佐 倉順天堂か らは佐藤泰然の養継子尚中が

藩命を郷てポンペの学校に留学,同 門の欄良知安と一緒

に学んだ.そ の他門下生には岩佐 純,佐 々木東洋等が

いる"'劉,ボ ンペ以後,西 洋医学の発展中心は長崎から

江戸に移 った.最 初 の種痘 はモーニッケが嘉永2年

(1849)に 出島で行ったが,9年 後の安政5年(1858)

には江戸の種痘所で行われた.樋 痘所は初め個人所有で

あったが,翌 年幕府所有となりやがて西iIT医学所に変っ

て行 く3〕.

(付記)ボ ンペは在日5年 で,文 久2年(1862)に 帰

国 したが,亡 くなる迄オランダに来る日本人の医療の面

倒をみた.最 後の仕事はオランダ領蔀大鳥氏の第三子の

出産に睦科医の役を勤めた'!sであった.そ の子は,後 の

大鳥蘭三郎慶懸義塾大学客員教授(医 史学,明 治41

年～平成8年)で ある3P.

　 h)ア ントニウス ・フランシクス ・ボードウインは,

ポンペの後任 として文久2年(1862)に 来 日.時 代は

江戸から明治に移り,西 洋医学の窓口がオランダからイ

ギリスを経て ドイツに変化し始めた時に来た.グ ローニ

ンゲ ン大学出身でユ トレヒト陸軍軍医学校で15年 間教

育に携わり医学教育の経験が豊富であった.rw得 館教授

としてキ3ン ス トレーキを用い解剖学,生 理学,外 科,

眼科を教えた.特 に眼生理学の櫃威であり,ヘ ルムホル

ッ検眼鏡を改良 しそれを日本に伝えた.教 育に当た って

は医師のみではなく15才^一35才 までの一般人 も教育

を受けられる様に長崎奉行に申 し入れた.養 生所は慶晦

2年(1866)Pifis館 と改名.今 までの医学所 とは異な

り,隣 接 して分tr究 理所が設置され物理と化学を医学か

ら分離 した.同 年,軍 医学校の同級生のクーランド・ウ

オルター ・ハルタマを招聰 した.慶 晦3年(1867),江

戸にオランダ軍医学校を建設する提案を し幕府 との間に

.ピケ条の約定;!fを結んだ.又,同 年医学所開設の契約を

解府 と結びその準備の為一時帰国.こ の時,緒 方推準

(緒方洪庵の養継子)他3人 のLkPfiをオランダに伴い,

ユトレヒト大学(後 に陸軍軍医学校である事がわかった)

に留学させた.慶 懸3年,大 阪の軍事病院と陸軍耶曝学

校が正式発退.ボ ー ドウインが再度来日した時 は新政府

になっていた.緒 方推準が病院長を勤める大阪r(fnal院で

診療 ・教育に従事 し,こ の時大村益次郎の下肢質傷を手

術 した.し かし,幕 府との話合いで江戸に医学校を作る

為にヨーロッパで購入 し持参 したベ ッド等の備品 は新政

府の医学校兼窮院の備品と して使われたi.91,そ の頃,

日本の医学の分野ではイギリスの勢力が強 くなっていた.

英語は蘭語に代わり洋学の中心になりっっあった.一 方,

明治政府は ドイツ医学を官立の学校に取 り込 もうとして

いた.ボ ー ドウインは明治3年6月 に帰国を準備 し横浜

に来ていた.そ の時,大 学東校では雇用 していたイギリ

ス人医師ウイリスが会津の戦争の負傷者手当てに出かけ,

ドイツ公使に依頼 した ドイッ人fx&fiは普仏戦争で来日が

遅れていたので,明 治政府は横浜に居たボー ドウインに

講義を依頼 した.三 ケ月講義を して帰国 した.政 府は三

千両を下賜 してその功績に報 いたと言われる2i1.門 下に

岩佐　純,相 良知安その他がお り,明 治初期の医学界で

活躍 した人々である91.

　 i)セ ーゲハ ン。マンスフェル ドはボー ドウイ ンの後

任として慶慮2年(1866)よ り精得館で伝習に参加 し

た.ユ トレヒ ト陸軍軍医学校出身で同学校での教育経験

があった.人 体解剖学,外 科学,包 帯学,診 断学等を謂

義 した.ま た規則IEし い打診,聴 診の技術指導を行った.

長與専斉は緒方洪庵の勧めでポンペに師事 し次 いで再度

長崎に留学 してマンスフFル ドに教えを受 けたが,マ ン

スフェル ドは教え方が大変上手であり,厳 格な人であっ

たが100名 を越す伝習者が居 たと報告 して居る.こ の

閻に世の中は変化 した.薩 摩と長州の医学生は精得館に

入学出来なくなった.同 年大政窮還 となり精得館は無政

府状態となった.70～80人 の学蛋が長與専斉を学長に

選び,長 州井上 馨の助力を得て外人教師ルーヘルを呼
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び,長 崎医学校 となり教育を続けた.こ れは艮崎大学の

前身である.長 與専斉は明治3年 までマンスフFル ドと

医学教育に関わ った後,郷 里の大村(長 崎市)に 帰 って

開業 し藩候の診断治療を担当 していた.後 に明治政府の

内務省に勤務する.マ ンスフェル ドは明治新政府になっ

て明治4年 か ら3年 間熊本県医学校で教育 と診療を行 っ

た。後年大学で活躍 した縮方正規 浜田玄達,北 里柴三

郎を含め132人 を指導 した,明 治7年 から3年 間京都

府病院(京 都府立医科大学の前身),明 治10年 から2

年間大阪医学校(大 阪大学医学部の前身)で 教鞭を振るっ

た.慶 晒2年 から13年 間にわたる教育活動は日本にお

ける西洋医学の発展に大きく貢献 した事になる30.311.

!V.明 治維新以後のオラ ンダ医師来 日

　明治2隼,日 本政府は ドイツ医学の採用を決めた.マ

ンスフsル ドが熊本に去った後も多 くのオランダ医師が

来航 している.維 新後は早 く西洋医学を取り人れたいと

の心理から,外 国人を雁い入れた地域が多かった。医学

以外の分野でも同様な傾向があった.外 国人の中でも,

今まで交流があり言葉 も多少は通厨するオランダ人が多

かった.大 部分はボー ドウインが教員であったユ トレヒ

ト陸軍軍医学校出身者であった2。》.

V.オ ランダの医学教育体制 と

　来 日オランダ人医師の学歴

い る の はis人 で,ポ ンペ 以 前 が4人,以 後 が14人 で

あ る.特 に,ポ ンペ 以 後 の14人 の 内,9人 は ユ ト レ ヒ

ト軍 医学 校 出 身 で ボ ー ドウ イ ンの 教 え 子 で あ る.4人 は

ポ ー ドウ イ ンのrte身校 で あ る グ ロー ニ ンゲ ン大学 の 後雌

で あ り,一 人 は ク リニ カ ル ・ス クー ル 出身 者 で あ るり'ゆ

VI.17^一18世 紀 の ヨー ロ ッパの

　医学 教育 カ リキ ュラムの特長

　a)自 然科学系の学部は医挙部 しかなかった.動 物学,

櫨物学,化 学,薬 学などは医学部で教えられた,

　b)狭 義の医f教 育科目:以 下の各グループはそれぞ

れ一人の教員が教えた.外 科と解剖で一グループ,内 科

と病理で一グループ,産 科のみで一グループ,薬 学 と化

学で一グループ.

　c)臨 床科目は細分化 されていなか った.眼 科,耳 鼻

科,及 び泌尿器科は外科で教えられた.皮 膚科,神 経科

及び小児科は内科で教えられたm.

Vn.蘭 館医を通 じて日本 に伝えられた

　　　　　　 カ リキ ュラム

　 系 統 的 な もの と して は 二 租 類 で あ る.一 つ は,1810

年 代 に シー ボ ル トが 伝 え た ヴ ュル ッ ブル グ大学(ド イッ)

の もの で あ り.他 は,1850年 代 の ユ ト レ ヒ ト陵 軍 軍 医

学 校 の もの で あ る9).

　 17～ 且8世紀のオランダには医師養成機関として,質

の順に挙げると大学,ア テネア,軍 医学校とクリニカル

スクールがあった,大 学は当時三校あり質の高い教育機

関で,理 論重視であった.ア テネアは六校あったがアム

ステルダムを除き1843年 までに廃校になった,ア ムス

テルダムのものは大学と同 じ程度の高い教育機関であっ

た.軍 医学校はライデンとルーパ ンの国立基幹病院に格

上され,そ の後,両 者は合併してユ トレヒ ト国立基幹病

院となり付帯 して陸mil(医 学校も合併 した.軍 医学校は

正確で実地に裏付けされた医学教育を行い,理 論と実地

のバランスの取れた医育機関であった.ク リニカルスクー

ルは 且823年 に政府が都市以外の地方における外科医と

産科医の必要性を認めて許可 した4年 制度の医学教育機

関で,臨 床的訓練を主体とし理論教育は少ない教科の学

校であった.来 日した間館医の大半が後任者から犬医者

または床屋医者と呼ばれるクラスの医者であったにせよ,

本国またはバタビアで人の診療に従artしていた医師達で

あったと言われる.オ ランダ医師の内,学 歴のわかって

VIII.オ ラ ンダ医学 か らイギ リスへ の傾 き

　慶慮4年(1868)1月 戊辰戦争 ・鳥羽伏見の戦いが

始った.薩 摩の島津忠義は戦傷者の治療の為イギ リス公

使館医を京都の官軍病院に迎える事の許可を政府に申し

出て認可された.公 使館からはウィリアム ・ウイリスが

派遣された.ウ イリスは文久2年(1862)に 来日して

おり,同 年に起きた生麦事件の際には負傷 したイギ リス

人の救援に当った.ウ イリスは公使館員アーネス ト・サ

トウと京都入りし御所近くの相国寺養源院で治療に当たっ

た.薩 摩の武士が多かったが,薩 摩 ・長州ばかりでなく

幕府方の負傷者をも治療 した.体 内から弾丸を取り出す

治療を見て,鹿 児島藩の藩医は呆気にとられただけであっ

たという.81…1間 の治療の後横浜に帰うた,後 日,異 例

の事であるが天皇は公使パークスとウイリスを謁見し感

謝の贈り物を与えた.同 年4月 続出する東征軍の傷病者

治療のため京昂二に次いで横浜に1,.病院が開設され,ウ イ

リスと着任直後のイギ リス公使館医 シッドールとは日本
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人医師を指導 して官軍戦傷者の治療に当たった.7月,

横浜の軍病院は神田の1日津藩藤堂邸に移され御徒町にあ

る医学所は管理上これに含め大病院と命名された.8月,

ウイリスは会津 ・戊辰戦争への従軍が求められた.官 軍

の兵士のみが冶療対象とされた。これらの活動を通 じて,

ウイリスは外科学,銃 創の処理,副 え木のあて方,包 帯

法を各藩の漢方医に教えた.且 月に会津戦争は終った.

明治2年1月,北 越 ・会津戦争か ら帰還 していたウイリ

スを大病院の院長兼医学教師として雇用 した.ウ イリス

はイギ リス副公使の地位を離れ,先 に雇用されていたシッ

ドールは公使館に戻った,同 年2月 御徒町の医学所を神

田の旧藤堂邸に移動 させ.そ こにある大病院と合併 して

医学校兼病院とした.同 年6月 幕府最高学府であった昌

平校を大学校と称 しこれに医学校 と開成学校(幕 府の洋

学教育機関開成高を改名)を 分局 として所属させた.ウ

イリスはここで外科学を講義 したm.明 治維新当初,イ

ギリス医学:がオランダ医学に代 って日本の中心になった

様な気配が感 じられ,将 来日本の医学にイギリス医学を

取り入れようとの話題が生まれたのは.前 述のウイ リス

とシッドールの活躍が明治政府に高 く評価されたからで

あろうxn.

IX.幕 末の日本で見られたオランダ,

　　　イギ リス以外の国の医療

　a)ア メリカ;安 政r年 欧米五ケ国との通商条が成立

して日本が開国 してから弘化三年(1846)に 宣教医師

ヘボンが来日した,ヘ ッブバーンが本名であるが,来 日

時,日 本人が英語の発音に慣れずヘボンと発膏 した.英

語の普及と教育に努力 した.ミ ッション・スクールとし

て教育 し,明 治学院の創設に尽力 した.横 浜に設けたヘ

ボン英語学校はフェリス女学院の基となった.ま た,ヘ

ボン式 ローマ字を開発し普及に努めた.医 師としては,

横浜居留地でアメ リカ最新医療による施療事業を行い一

日40^一70人 の患者を診療 した.生 麦事件で負傷 したイ

ギ リス人の治療に当たった.戊 辰戦争(明 治元年,

1868:)で は横浜に運ばれた東征耶 と幕軍の双方の負傷

者の治療に当った.順 天堂の創始者佐藤泰然に手術と日

常医療を見せて指導 した.日 本人に眼病が多い事に着目

し,顕 著な効果の目薬を処方 し,中 国にまで普及させた.

歌舞伎俳優の脱疽による足の切断の後,ア メリカか ら義

足を取り寄せ俳優の再度演技を可能にした,日 本で初の

義足 となった.文 久元軍(186D神 奈川に施療所を創

設 し無料診療を行 った,計13年 日本で医療と英語教育

を行った.

　b)フ ランス医学:高 松凌雲 は慶晒三年(1867)パ リ

の万国博に行 った徳川昭武の侍医として随行 し,パ リで

有名なデユー病院で勉強する許可を得,ク ロロフtル ム

麻酔下の腹部開腹手術まで経験 し幕府崩壊により珊国 し

た.函 館戦争で榎本武揚の軍に加わ り,フ ランス流 の外

科技術で活躍 した筑ηレ.

　c)ド イツ医学の実地はオランダ商館医として来 日し

た二人以外誰 も見ていない.

X.西 洋の医育制度の導入に向けて

　以上の様な経過で,西 洋医学はポル トガル ・スペイン

人等南蛮医からオランダ ・イギ リス人等紅毛医を経て日

本に伝来 した,こ の過程は言わば受け身の移入であった.

しか し,明 治維新を境 として国策 としての医療制度を確

立する方針が建てられ,当 面西欧の先進国の医学 ・医療

制度を積極的に探索 し取り入れる事になった.指 導者達

は嘗ての蘭学者逮の努力を踏まえなが ら,日 本 をa,来 る

だけ早 く,能 率的に西洋の先進国 と肩を並べ得る国にし

ようと考え,こ の目的に相応 しいと思われる西洋の国々

の制度を採用 しようとしていた.そ して範とする国の選

択にif手 し始めていた.

8)維 新後の新政府と他の国との関係

　イギリスは慶晒元年局外中立解除宣言の第一号であり

　慶膠四年の新政府誕生の承認第一番乗りであった.こ

れらを通 じて日本との親密の度を深めていた.取 り分け

薩摩藩への接近を深めっっあった.フ ランスは,xs府 へ

の肩入れとうい前任者の失点を取り返すべく,公 使ウー

トレーによる長州への接近が試みられていた.オ ランダ

の総領事ボルスブルックはこのフランスの動 きに寄 り添

いながら,先 着者 としての優先権を模索 していだ6},ド

ィッ(プ ロシt)と の接触 はない.

b)中 世のヨーロッパ医学の動向

　旧ウイー ン学派,エ ジンバラ学派,パ リ学派が隆盛で

あった,中 世では痛院は教会が管理 ・迷営を行 っており

救貧院,孤 児院,捨 て児院,ラ イ収容所等を含む総合福

祉施設を意味 していた.16世 紀末までに君主 と自治体

が担い手となった.近 代 となり1850年 頃までにようや

く病院の機能は人々の世話か ら患者の治療に移行した.

イギ リス医学は実地主義であり臨床璽視の医学であった.

私的または篤志病院が現れ、病院における通風や消毒等

の衛生管理が発逮 し,女 性君誕人を初めて採用 し,プ リ

マスに換気の良いパ ビリオン型の王立海軍病院が作 られ

て西欧 に於 ける端緒 となったi.z.　ei.人 物 としては呼吸

のチェーン,循 環器のス トーク.甲 状腺疾患のバセ ドウ,
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結核患巻の副腎機能障害を記述 したアジソン,全 身の リ

ンパ節腫大を来たす疾患を整理 したホジキン,ク ロロフォ

ルム麻酔を開発 したシンプソン等がいた.フ ランスでは

18世 紀のフランス外科学の流れを汲むパ リ学:派が栄え

ていた.実 地 と病床観察を教uの 中心におき,動 物実験

などか ら人の機能を研究す る事は軽視された.し か し,

病理解剖を璽視 した.臨 床的な饗実によって心理を学ぶ

健康学校が出来た.病 気の種類別分類及び病気の名前を

決める疾病記述,薬 効等を数値化する統計学,内 科で診

断 し外科で手術する方式の確立等が特長であ った.人 物

としては 「正 しい槻察」に基づ く疾病記述の促進,臨 床

講義を始めたブイリップ ・ピネル,体 中の細胞の膜を収

縮性や浸透性によ り分類 し,又,人 の構成要素について

記載 し近代細胞学の出発を告げたグザヴィエ ・ビシャ,

病理解剖を重ん じ心臓及び大血管の疾病に関する研究を

発表 したジャン・コルヴィザール,間 接聴診法 ・聴診器

を開発 したルネ ・ラエンネック等が活躍 したm19,　RO1.一

方,ド イツでは17世 紀後半か ら18世 紀の前半にかけ

て医学は混迷の状態にあった。早 くから中央築権的国家

を形成 したイギ リスやフランスに対 して,30年 戦争

(1618一 一48)に よる深い疲鄭の中に17世 紀以来多 くの

小国に分裂 していた農業国 ドイツは政治的にも経済的に

もヨーロッパのII.1の後進国に留まっていた.文 化上は稀

にライプニッツの様な優れた学者を生んだとしても永 く

沈滞の底にあった.フ リー ドリッヒニ世の もとに出来た

絶対主義国家プロイセンの興隆は18世 紀a期 の話だが,

国民的自覚の高まりに伴ってレッシングに代表される文

運の隆尽が先ず現れ,ゲ ーテ,シ ラーにおいて頂点に達

する.し か しなが ら,や がては科学や技術の領域で卓越

した天賦を示す ドイツ民族 も且8世紀には,な お自然科

学の研究分野において大きな成果を挙げる事は出米なかっ

だ7レ.やがて ドイツ医学にロマン派の時代が訪れる.フ

ランスに起 きた啓蒙主義の反動として ドイツには18,

19世 紀の移行期に生物学及び医学の分野にロマン主義

的傾向が現れた.芸 術上の同 じ'TO"が,古 典主義に対す

るものと理解されているのとは異なって,医 学 ・生物学

では啓.x191の実証主義とそれが作り出 した合理的な秩序

に対する本質的な反抗とされた,日 本における明治維新

の約60～80年 前,解 体新s(1774)や 解 剖存真図

(1819)が 刊行された時期頃に当たる.シ ェリングのlil

然哲学の影響であり,自 然科学であるべき医学を直感や

思弁で片ずける事になる.神 秘的な説や非医.者的行為が

現れ一部の ヨーロッパ人に熱13:的な歓迎を受けた.動 物

磁気説(メ スメ リズム),類 似療法(ホ メオパチー)及

び骨相学等である.メ スメリズムはメスメルが創始者で

ある.あ らゆる生物には多かれ少なかれ磁石様な内在す

る力があり他人に触れて移行させる事が出来 る,こ の力

により神経系の疾患は直接に治す事が出来,他 の疾患 も

閻接的に治療されると言 うのである.一 種の暗示療法で

あり,後 に催眠術 として発展 してい く.ホ メオパチーは

ハーネマンが創始 した.*=一 ネの作用を調べているう

ちに,こ れがマラリア類似の熱を起 こす とし,こ こか ら

考えが飛躍 した.即 ち,或 病気を治すには,そ の症状に

似た状態を健康人に起 こす様な薬を使 う必要があるとし

た,「似た物が似た物を治す」と主張 した.骨 桐学はガ

ルが創始者である.頭 の形 と精神との問には密な関係が

あるとし頭蓋は脳の表面を忠実に表すとの考えか ら,頭

の形を調べれば大脳の働き具合が判るとした.皇 帝 フラ

ンシスニ世は悪い影響を心配 して自ら禁止の手紙を齊い

だ6'17,,こ う0う 状fで あったから,若 し,解 体新轡の

時代に国策として西洋医学を取り入れる動きがあったと

したら,ド イッは候補か ら漏れていたであろうzei.

XI.ド イツ医学採用の経緯

　慶慮4年(且868)に 公布 された五個条の御誓文の第

五条に 「知識 ヲ世界二求メ大二皇基 ヲ起 スヘシ」とあり,

新政府はアメリカや西欧諸国に使節団を派遣 し,ど の国

のどの制度が 日本医学に適 しているかを検討 した.又,

各分野の専門の外国人を招聰 した.鉄 道,郵 便,港 湾等

はイギリスをモデルとし,軍 艦 と海軍組織はオランダが

教えてくれていたが,や がてイギ リスとアメリカが取っ

て代 った.陸 軍については最初フランスの制度が採用さ

れたが,普 仏戦争の後は ドイッの方式に変わった.医 学

については,維 新当時の国内に二っの流派があった.一

つは英国医学閥である.英 国人ウイ リスは鳥羽 ・伏見の

戦 会津戦争の折,無 報酬で負傷者を治療 し維新政権に

多大な貢献をした.医 学界の主流は英国医学に傾いてい

た.福 沢先生は,「医学の範を ドイツに採るがごときは,

人の子を31す るもの」と英国医学の採用を主張 しておら

れだ3;.他 は蘭医学閥でボー ドウインをはじめ 且7世紀

から幕末にかけて日本の医学の近代化に多大な実緻があっ

た.加 えて両医学のどちらかを選択するに当たっては,

維新政権の二大藩閥による轡抜が絡んでいた.医 制論争

とも,sわれる.模 式化すると次の通りである.

　イギ リス医学(ウ イ リス…石神良策q)… 英公使バー

クス…薩摩藩(西 郷隆盛 ・大久保利通)　 "薩 摩藩医

　オランダ医学(ボ ー ドウイン…緒方惟準'2)… 聞総領

事フォン ・ポルスプルック…長州藩(大 村益二郎 ・木戸

孝允)　 .z緒方iJtifiの子,医 学校校長
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安 田:西 洋 医学 の伝 来 と ドイ ツ医学 の選 択

　二っの勢力の内どちらを採用するか,維 新政府は選択

に迫 られていた.こ の様な場合に日本人は屡々両者の顔

を立てなが ら,第 三の可能性を選ぷ鼠9.結 局,佐 藤尚

中一門による ドイツ人教師招聰の建議が英間(薩 長)と

いう二大勢力を共に斥け,謂 わば 「喧嘩両成敗」という

一見公平な構想に見える,μにより,英 医学に傾いていた

廟議の大勢を動か した原因となうたのであろう哺.維 新

政府は第三の道,即 ち,ド イツ医学の選択と佐藤尚中一

門に東fi1医学校の経営を任せるという形で決着 した,ド

イッ医学の選択とは即ち,東 京医学校に ドイッ人医師を

招聰 し医学教育に当たらせるという事である,以 上が ド

イッ医学採用の筋道であるが,そ こに至るまでの経過は

必ず しも平坦なものではなかった.明 治元年,時 の政府

参与兼大阪府知事後藤象二郎(佐 賀藩)は 西洋医学を盛

んにす るYftが国の急務 と痛感 し親交のあ った岩佐 純

(福井藩)に 計った.岩 佐は医育を振興させるisが先決

であると述べ,鴬 て長崎で共にボー ドウインに学んだ相

良知安 と協力して画策する事を約 した。岩佐を推 したの

は藩主の松平春嶽,相 良を推 したのは土佐藩主鍋島閑曳

であり,共 に種痘法伝来に大きな役目を果たしていた.

明治2年.岩 佐と相良の二人は太政官か ら 「医学校取謁

御用掛」に任ぜ られた.同 年10月,岩 佐は大阪医学校

の,桁 良は東京医学校のii任者となった,二 人はこの二

っの大学を創設する為の御用掛りであったと言える.こ

こで,ii京 医学校を担当した相良の仕'/1は医制論争に決

着をっける事であった.こ の医制論争にっいて佐藤尚中

一門の提議は相対立する英間医学 を退 け,「新医」 にっ

いて ドイツ人教師を招こうとするものであった.明 治2

年,佐 藤尚中は佐倉順天堂から東京に招かれ大学博士と

なり大学東校で最高の位置にっいた.尚 中の名声が高かっ

たからであるが,柑 良と岩佐が昔からの師を引き出した

点もあるとも思われている.明 言はしていないが尚中が

ドイツ医学採用に賛成であった事は先ず間違いない.結

果として,前 記の決定が日本への ドイツ医学導入の伏石

となった.し か し,こ れは佐　i尚中一門に東京医学校を

任せた事の必然の帰結であったlll.こ の時点での採用 と

いう表現は,直 ちに,そ の後の ドイツ医学,医 制への全

面的な傾斜 ・傾倒の語感とは随分異なったものであった。

ドイツという語は未だプロシャ絶対主義権力と同意語で

はない.維 新政府の要請により,明 治4sl=二 人の ドイツ

医師、プロシャ陸軍上等31〔医正(少 佐)レ オポルド・ミ}

ルレルと海軍軍医正(少 尉)テ オ ドール ・ホフマンが,

正式軍装に身を固め,騎 兵一ケ小隊を従えて東京医学校

に着任した,明 治政府との契約は3年 間であったis'旧5'.

岩佐 純と相良知安は共に佐倉順天堂に学び佐藤尚中を

師 と した.そ の 上,岩 佐 は二 度 長 崎 に 行 きポ ンペ と ボ ー

ドウ イ ンに師 事 し.相 良 は ボ ー ドウ イ ンに 師 事 した.二

人 は ヨー ロ ッパ の 医 学 の事 憎 を 聞 け る立 場 に あ った 事 は

確 か で あ ろ う.後 に述 べ る が,rfの 範 と す る 西 洋 の 国

の選 別 に 当 た って は,こ の 二 人 の 主 張 と フ ル ベ ッキ の 証

言 が重 要 視 され て い るが,二 人 に ドイ ッ振 学 の優 秀性 を

印 象的 に 強 調 幽 来 る立 場 に あ っ たの はt一 ドウ イ ンで は

な い か との 意 見 もあ るxm.

XII.ド イツ医学採用決定に

　 影轡を及ぼ した諸因子

　 a)ド イ ツix　 の 混 迷 か らの 脱 却:18世 紀 後 期 ～19

世紀 初 頭 に か け て は 混 迷 して い た ドイ ツ医 学 は1g世 紀

後 半 に は ヨハ ン ネ ス ・ミ3　 ラー(生 殖 器 発 生学,ミ3

ラ ー氏 管 で 知 られ る)や ヨハ ン 。シZ一 ン ライ ン(内 科)

等 の 努 力 に よ り阪 学 か ら哲 学 的思 考 を 排 し事 実 に基 い た

実 証 的 な科 学 と して 独 自 の 発 展 を し,世 界 で 最 高 の レベ

ル に あ った.そ の 時 代 に は,次 の 様 な 研 究 者 が 出 た.テ

オ ドー ル 。シ ュ ワ ン(生 物 の 細 胞 説),ヤ コ ブ ・ヘ ン レ

(顕 微鏡 解 剖 学),エ ミル ・デ}・ ボ ア ・レイモ ン(神 経,

筋 の 電 気 生 理 学),ヘ ル マ ン ・フ ォ ン ・ヘ ル ム ホ ル ツ

(神 経 興 奮 の 速 さ 測 定),ル ドル フ ・ウイ ル ヒ ョウ(細 胞

病 理 学).ヨ ー ゼ フ ・ス コ ダ(打 診 法,聴 診 法 と腐 理 解

剖 の 所 見 を 合 わ せ 理 学 的 診 断 法 開 発 の 開 発),カ ー ル ・

ロキ タ ン スキ ー(病 理 解 剖)x.81.

　 b)幕 末 に は 多 くの 日本 人 蘭 学 者 は 蘭 医学 害 の 大 部 分

は ドイ ッ医 学 誉 の 翻 訳 で あ る1μを知 って お り,rri.本 で あ

る ドイ ツの 優 秀 奮生に 気 付 い て い た.

　 C)プ ロ シ ャ国 王 は19世 紀 初 頭 の 敗 戦 の 後 の,n:事 力

の 不 足 を,医 学 を始 め とた る学 問 の 力 で 補 う政 策 を と っ

た.日 本 も明 治 維 新 の 混 乱 を 早 く乗 り越 え る為 に,同 様

の 方 策 を 採 るll`が 望 ま しい と判 断 され た.国 家 三k義を前

面 に押 し出 す 方針 で あ り,こ の 点 で ドイ ッ特 に プ ロ イ セ

ンの 体 制 を 参 考 に す る気 配 が 濃 厚 で あ った.即 ち,当 時

の 支 配 層 は プ ロイ セ ンの君 主 政 体 に親 近感 を感 じて い た.

日本 国 憲 法 の立 案 に 際 して 大 久 保利 通 が プ ロ イ セ ンの 宰

桐 ビ ス マ ル クに意 見 を 求 め た と こ ろ ビ スマ ル ク は次 の よ

う に話 して い る.「 日 本 は デ モ ク ラ シー を排 して,し っ

か り統制 の とれ た方 法 で選 出 され 国 民 に対 して で は な く,

天 皇 に対 して責 任 を 負 う議 会 を持 つ帝 国 性 を敷 くべ きで

あ る」S1.

　 d)長 い間,医 学 は臨 床 家 に よ る 病 棟 や 病 理 解 剖 台 で

の 患 者 の 観 察 ・治 療 が 中 心 で あ った が,19pt紀 に な る

と医 学 の進 歩 は 実 験 と臨 床 との 協 力 に よ り もた ら され,
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体制は研究に移行していつた,

　e)シ ーボル トの存在が大きく影響 した、 オランダ商

館医 として来たが ドイツ人である事は皆知 っていた.彼

の医学教育活動,人 的交流,班 盛な研究心,真 執なt生格

の印象が 日本人に強く残 って居り,彼 の名は ドイツの強

力な外交官としての役割を果たしていた,

　f)そ して相良知安の直言があった.相 良は明治2年

5月 に医学校取調御用掛が任命されてから後で政府には

英医ウイりスに全権を任せようとする気配がある事を知っ

た.こ の事は自分に任されており,既 に岩禽候の指示で

外務部の手を経て ドイッ人医師を侃1聰する手配を進めて

いる.政 府の朝令暮改を詰 り,政 府に言上 して頂きたい

と学佼官知判事秋月fifi樹侯に頼んだ.秋 月候 も筋の通 っ

た申出に閉口して政府に言上 した.そ の結果,政 府は相

良と岩佐を呼んでウイリスを日本医師総教師にしようと

していた事に対する異議の説明を聞 く事になった.明 治

2年(1869)2月23日,相 良と岩佐は太政官に ドイツ

医学の採用を進言する機会を持った.岩 佑は腹痛を理由

に欠席 した.席 上大久保利通は吃となり嘲議においても

理解 し難いので異説に基 く所存を述べよ と言い,大"一7

(学校)知 学事山内容堂 は朝廷に対 して奉公著 しいウイ

リスを退けるには相当の理由がなければならず,殊 に英

国は我が国と格別の誠のある国であるので汝の言葉に万

一の粗忽がある場合には一大事になる事を覚悟の上で述

べよ,と 迫った.i&Yfil家相良は,廟 議ならば自分を御用

掛から罷免 しその上で大学知学事が外務部の手を経て英

公使と公然の御照会があるべきである事,知 学事の一存

で外国人と約定されたという趣旨であるがそれは公事と

私事との混同である事,さ らに,ウ イリスは多少外科に

通 じる点があるが,私 生活に問題がある証拠があり日本

の医学校総教師の器ではない事を酒々と述べた.相 良は

更に論鋒を転 じようとした時大喝一声 「知安下 レッ」の

声があった.1日主君鍋島候であった.知 安は 「しばらく

平伏 したまま,ど うしても頭が上が らなか った」と後で

語っているis・m.会 議は ドイツ医学を薦める理由の説明

を闘 く目的で開かれたが,そ の目的から逸脱 し,筋 では

あるが,手 続上の流れに対 して執拗な指摘を繰 り返 した

為であろうか.鍋 島候は別にイギ リス支持ではなか った

が,極 めて日本的な,且 っ,時 代を反映 した出来事であっ

た.以 上は田中潮洲述 「相良知安」(医 界時報,大 正13

年)よ り抽出し平易な表現 に改訂 した趣旨であり神谷m

の記述よりの引用である.そ の後如何なるEa過であった

か明ではないがこの議はやがて ドイツ医学採用に決った

訳である,ド イツ医学を薦めよ うとしていた相良知安の

国際情勢に関する理解は次の様であったと伝えられる。

「西洋大学ノ盛 ンナルモノハ独逸ナ リ.英 仏ハ害アッテ

利ナシ.藺 ハ小国日々二衰ルノミ,英 闘ヲ斥ケテ独ヲ採

ルベシ」.「然れども仏方の著修は未だ国冨に適せず」

「蘭は已に国勢弱 く」「英人は国人を侮り,米 は新国に し

て医余 り無 し,独 は国体稗や吾に似て且つ此時未だ範細

亜に馴れず」,(金杉英五郎,医 政五十軍誌,大 正十四年,

文献toよ り引m).尚,相 良は ドイツ医学採用主唱者

であり,そ の導入を決定させたとして東京大学の構内に

記念碑がある(小 池猪一著,図 説　日本の"医"の 歴史,

下巻,大 空社,平 成5年).

　g)フ ルベ ッキの献言 は7tく受け止め られたYrl,そ の

頃の ドイツ医学の卓越さは110接的な情報ではあるが或程

度理解されていた.し か し,ド イツから医学の教師を招

く事には政府内に強い反対があったS',.長い間日本と付

き合ったオランダへの逮慮と,戊 辰の役の折官軍に奉仕

して功績のあるウイリスの処遇の問題があった,文 教の

責任者山内容堂 も相良等の案には賛成ではなかった.相

良等は開成校の教頭であうたフルベッキの助言を求めた.

フルベッキは ドイツ特にプロシャの医学を選ぷべきだと

薦めた]:'.これが同 じ土佐藩出身で,嘗 て長崎でフルベッ

キに師事した副島腫臣,大 熊重信の支持を得る事になり

相良等の主張が通った鋤.フ ルベッキは才ランダで生ま

れ,ユ トレヒト工芸学校土木工学科卒業後アメリカに移

佐,オ ランダ改革派 の宣教師 として日本に派遺 され

1859年(安 政6年)に 来日,開 成校の教頭で外国語と

科学を教えていた.新 しい日本建設に携わる人々の顧問

役を勤めていた,ド イツ医学選定の過程での貢献は大き

いと言われている.

　 h)医 学取 り調べの役人や当時の医学校,病 院の幹部

がポンペ,ボ ー ドウイン及び松本良順の流れに当たる蘭

方医でありイギリス医学に近親感 を持っていなかうた181.

　 i)こ こで ドイツの医育制度導入論議の中でSidな 因

子となった佐藤尚中の立場と行動を理解する必要がある.

前述の様に佐藤一門の提議で医制論争は対立する英蘭医

学を退けて ドイッ医学を取 り入れる決着となった.佑 藤

尚中はドイツ医学導入に賛成であったであろうが,自 ら

積極的に動いた訳ではない.尚 申のこの時期の立場は微

妙である魍.遡 って尚中の動静をみてみる.慶 慮4年2

月,鳥 羽伏見の戦いの傷兵が江戸に送 られて来た時,尚

中は鍵継子の進 と共に芝の新銭座の会津藩中屋敷(ti#R3

側)で 負傷兵の治癒に当たっている.こ れは尚中門下の

会津藩侍医南部精一郎の要:i`iによるし,義 弟の松本良順

(佐藤泰然の実子)が 幕府の医学所長で幕府方の傷兵の

救蔑に当たっていたので,拒 む事は出来なかったであろ

う.と ころが同年5月,大 総督府(官fir.,参 謀西郷隆盛)
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の命令で神田に開業 していた関寛斉(佐 藤泰然門下,尚

中 とは長崎伝習同行)が 彰義隊攻めの賃傷者を横浜軍陣

病院(大 総督府により設立)に 護送 した折,同 病院の中

で尚中 と接触 した記録があり,尚 中が薩摩藩設立の官軍

側の病院にいた事が知れている,こ の病院には後に英医

ウイリスとシッドール及び薩摩藩医石神良策が来た.事

実上蔭摩藩との関係が尚中の政府との接触の発端であり,

関寛斉が橋渡 しをしたものであろうと言われる,関 は長

崎伝習の後に徳島藩主の侍医となり,慶 慮4年 東征軍 に

従って江戸に来ていた.徳 島藩と薩摩藩 とは親密な関係

にあった事から,関 東医学界への案内役であったのであ

ろう.元 来,佐 藤泰然の血縁の人々は大部分幕府軍に投

じている.佐 倉藩は関東譜代の名門 として会津と共同体

制をとりなが ら官軍に恭順か抵抗か決 しなかった.尚 中

は5月 には横浜病院に出張,6月 以降の会津戦争には養

継子の進と門弟を送り,目 分は参加 していない,動 乱の

中,佐 藤門下の名声が高まれば高まる程,尚 中 と順天堂

一門の動向が佐倉藩の興廃に影響するので,容 易に動か

ない.一 方,関 寛斉は奥羽出張病院頭取を命じられて平

で負rli兵の救護に当たり,会 津白河口 。三巻口では佐藤

進が治療に当たり,越 後口では松本門下の医師が担当し,

後に,越 後藩で尚中門'ドの橋本兄弟及びウイリスが加わっ

た.軍 医の配置における大村益次郎(適 塾出身)の 手腕

は見事であったが,活 動 した軍医の大部分は,長 崎伝習

後の松本良順.佐 藤尚中の門下であり,所 属する藩と敵

味方を問わず,ポ ンペ,松 本,佐 藤の三師匠により長崎

で育成された日本医学が実地に役立 ったi'YTifdケースと

言えよう.そ して佐藤一門の活躍は医学医療で長州に遅

れをとっていた薩摩藩にとっても好ましい結果となり,

幕府軍に走った松本は別として,維 新政府に於けるその

後の尚中とその一門の登用が薩摩藩の政治力を背景とし

て推進される様になったjf,は理解出来 る事である8.1<,　Rfll.

幕末には六稲の私学塾があり,中 でも西(大 阪)の 適々

斉塾(適 塾,緒 方洪庵)と 東(佐 倉)の 順天堂塾(佐 藤

泰然)が 注目されていた.順 天堂から出た松本良順,佐

藤尚中,相 良知安等の活動は前述の通 りであるが,適 塾

関係者の立場を見てみる.先 ず,適 塾には医師に限らず

多くの俊才が集まり難解なる蘭文の解読,文 法の勉強,

工学,医 学,兵 法等多岐にわたる分野のiii本を競って読

んだ.福 沢先生によると 「皆活発有為の人物で,お よそ

勉強ということにっいては此の上に為やうはないと言う

程に勉強 した」.また,「宝歴明和以来八九一1.・隼間の学は

医師をhalsiにしたものであったが,弘 化}Y永 以後の蘭学

は士族を蘭学にしたものである」固 と言われ,適 塾が医

学以外の分野の本を広 く学ばせる場であった事を示 して

いられる.こ れに対 して,順 天堂塾は純粋に医学塾であ

り,出 身者の松本良順は緒方洪庵の後の西洋医学所の頭

取になった時に蘭語の勉強に関 しても,難 文の解読や文

法の勉強よりも物理,薬 剤,解 剖,生 理,病 理,療 養,

内外科を勉強する様に変える事を提案 している,こ の提

案は,幕 府か ら新政府への移行期に出会った為に実現 し

なか ったが,両 塾の性格の差を表している.日 本の医育

体制の事実上の創始者とも.言われるポンペは.幕 府が海

軍伝習をオランダに依頼 した折に第二次派遣隊来日に際

し,医 学の伝習 も依頼 した事によって来日した,そ して,

ポンペにつける日本側代表に幕府は松本良順を任命した.

即ち,幕 府による依頼 と代表指名という医学の官製モデ

ルが造成され,官 学 という独特な伝習が生まれた.緒 方

洪庵はポンペの来 日を 「蘭学一変」と高 く評価し,門 弟

の長與専斉が江戸に勉強に行 く希望を告げた時に艮崎の

ポンペに師事する可`に翻意させている.こ の時の艮興の

ポンペの下での勉学 は私的な遊学であって,幕 府の命令

による公的なものではないという汲いになるのであろう.

長興は明治4年 以後新政府の中で活躍するが,西 洋阪学

の選択時には論議に加わ っていない.江 戸における廟議

が公郷や1日藩主や上級藩士によって行われる状況の ドで

は,官 にあるもの以外に参加の可能性は少なかったであ

ろうとも患われる.ま た,論 識が江戸で行われていた事

も一つの理由であろう.こ の搬な状況で,少 なくとも,

西洋医学選択の論議では,適 塾の意向は述べ られてはい

ない.

Xm.ド イツ医学導入決定後の医育界の状況

　明治初期か ら中期にかけて,医 学や医師に関する言葉

として,ド イツ医学だけではなくイギ リス医学 もアメリ

カ医学:もあるぞという意味を込めて 「日本橋か ら南に ド

イッ風吹かず」 という風刺言葉が多 くの人の口から洩れ

た.ド イツ医学を学んだ者でなければ一人前の医師では

ないとする風潮に反対する意味であった.日 本橋か ら南

とは京橋,銀 座,芝,横 浜方而を指 し私立の成医会講習

所(慈 恵医大発祥),海 軍省医務局,海 軍軍医学校及び

海軍病院があった.成 医会講習所は米医ヘボンに師事 し

た慶鷹義塾出身の松山棟庵 とイギ リスのセント・トーマ

スr院 に留学 した高木兼寛が開設 したものであった.海

軍は明治3年 に公布された布令では 「イギ リスifi'dtr倣

う」 となっており,従 って海軍軍医学校ではイギ リス人

医師アンダーソンを招聰 して教育 していた.日 本橋から

北 とは神旧,本 郷か ら戸山原にかけての地域を指 し,東

京医学校,陸 弩1`軍医学校及び同病院があった.陸 耶は幕
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府の陸軍の時代か らフランス式できており,公 布された

布令では 「フランス陸軍に倣う」であったが,フ ランス

が普仏戦争に破れた為急遜 ドイツ式に改められた経緯が

ある3Z,.前述の様に,ド イツ医学採用後 も才ランダから

多くの医師が教えに来ており,又,イ ギqス 系やフラン

ス系の私立医学校 も存在 した.当 時,英 学,英 医学の進

出は目覚ま しかった.人 文,xf会,自 然科学等の領域で

は少な くとも明治19年 の政変までは,そ して多くは明

治 且9年に帝国大学の教科が ドイッ語一辺倒に改め られ

るまでは英米系の教育が盛んであった。1'k'一r'でも,慶 慮

義塾医学所(明 治6～13年),大 阪専門学校医学所(明

治12～13年),幾 っかの地方医学校及び第一一～第]li::i

:ｰr中学校医学部(後 の官立医学専門学校)で は実地医学

教育が買われて英医教青が行われていた.ド イツ医学が

浸透 し出 したのは ドイッか らの留学生が帰国 しだ してか

らである151.明治20年 に地方都市か ら医学校への財政

援助は打ち切られ,医 学校の数を減 らす法律が定め られ

た,こ れ等の条件が重なって ドイツ医学に集巾 し易い状

況 となっていた.

XIV.ド イツ医師着任 と日本側の反応

　二人の軍医 は明治4隼7月io日 に着任 した.東 京医

学校(東 校)の 授業を視察 し,ミ ュルレルは約300人

の学生が10-16人 ずつ大きな机を囲み各臼大 きな声で

用語はまちまちの教科書を吟舗で朗読 していて,ユ ダヤ

教の教会にいるようであった,と 袈現 している.午 前中

は教壇に座り,学 生の質問を受けたり,W'faXを したりし,

午後は日本の医師が一緒 に患者を診察 し,投 薬を教えた

り処置を したりした.そ して,我 々が何でも知 っていて,

質問すれば文献を調べたり,観 察 したり思索するまでも

なく即座に答えて くれる生 き字引兼処方便覧のように思

い込んでいるようである,と 言己載している.ミ ールレル

とホフマンはこの様な様子を見てから医学校の改革に.鋒

手した.当 時 ミ}ル レルの通訳を勤め,後 に東京帝国大

}4-rv医学部長になった三宅 秀は次の様に述べている.「二

人の ドィッ人教師は,当 時の ドイツ式 自由教育制度をと

らず,主 として ドイッ陸軍軍医学校の厳格な教則に準 じ

学生を寄宿舎に収容 し,制 服を着せ しめ,豪 も仮借 しな

かった.教 育上の事は両人が実権を握 り,日 本官吏の1.1

幽しを許さず,当 時の条約文の写 しをtっ て思う葎分に

自分の主張 を通 したJ.明 冶2年iz月,神 田の医学 校

(幕府時代のお_iケ池種痘所)は 大学東校 となり,佐 藤

尚中が大学大博士として最fait任 者となっていた.ド イ

ツ人教師の建議で明治4fi　g　h　25日 に大学東校を一1、し

閉鎖し,文 部郷 と申し合わせの上,学 生に一般的な試験

を した.合 格者は59人 であった,10月 か ら学則を改

めた.即 ち 「小学佼と中学校の課程を終へた14　 以上

16才 まで(翌 年19才 と改正)の 者に入学を許 し,予

科3年(後 に2fF),本 科5年 の終業年限を課す.変 則

生制度を廃止する」であった.こ れは,既 に日本にあっ

た教則とは可なり異なる.そ の頃,長 崎医学校(長 與専

斉学長)で は予科課稔を含めて5年,明 治3年 に定めた

大学 東校規則では小学校か ら普通 の学科 を終了 した

17～ 且8才の者 に正則5年,変 則3年 の修業を課 してい

た.又,lalq生 は洋瞥を読み学制の順序に従い卒業大成

する内容であり,変 則生は訳本を読み毎学科の要領を得

早く成黙する制度である。 ところが,上 記の ミ3ル レル

の提案を文部省(大 木喬任文部郷)は 受け人れた,学 則

は明治5年 に交付されたが,大 学東校の運営に努力 し諸

事を檀み上げて来た佐藤尚巾は学則自体の見解の帽違,

特に,変 則制度の廃.止と当時の責任者である自分に一言

の相談も無 しに提案され承認された事に対 し抗議轡を提

出し大学を辞 し、文部省薫任のみとなった.こ れが,後

の順天_;医 院開設の原動力となったと言われる。変則制

度は,一 時閉校の後の試験に合格 しなかった学生も含め

3年 の課程で日本人教官により日本語で行われた医学授

業であ った.当 時の多くの日本人関係者の意見は次の様

である,「洋方医の数が不足 しており医師促成 も必要で

ある.W'liXや 読書を ドイッ語でする事は便宜上の'Jiであ

り,日 本人には日本3}'ouで教えるのが本当である.教 育内

容は立派であ るから制度は存続するべきであるJ.変 則

制度にっいての結末 としては,ミ3ル レルとホフマンが

解任になった翌年即ち明治8年 に通学生(後 の別裸生)

制度が1島来,医 師の促成が行われることになった.明 治

4年8月 。 これまで教育機能と行政機能をあわせて持 っ

ていた大trrr校 から,行 政機能を分離 して文部省として

独立した.尚 中は東京医学校か ら出仕を命 じられ大丞準

席(文 部大丞兼文部大教授大典医正五位叙任)に 変わっ

ていた.そ の後,ド イツ医学導入以後の学制と医制の論

議が新政府内で行われた.医 制1こついて ドイツ医師は付

属病院娩程を作り,そ れは学制121章 の内7章 を占め

るものであるが,本 来学制に盛るべき医科教則が別冊と

され,付 属病院規程が草案にのせられた異質なものであっ

た.生 徒研業に支Rw"を来すので入院患者数を予め限定す

る事及びu　 ではとうた事がなか うた診察料徴収Yが 含

まれていた,学 制に関 しては東京医学校を作 り上げてき

た尚中一門は東京を例 として,地 方に官立の医学校等の

高等教育施設を充実 させる事を主張 したのに対 し,ド イ

ツ医師団及び維新政Kfは,小 学,中 学,大 掌の三種の設
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定,プ ロシャの特長である就学脅迫制(義 務教育)に よ

る国民教育の普及とその為の教師養成機関(小 教校)の

充実の必要性を強調した.そ して,ホ フマンの建議によ

り切等教育普及への重点移行,師 範学校,欧 米先進諸国

に学ぷ為に必要な外国語学校の設立は即維新政府の方針

ともなり.高 等教育の促進は遅々として進まなかった.

これ らはやがて順天堂一門のr学 校からの退去に繋がる

事に,,る.一 方,漢 方は数千年にわたってn本 人の苦痛

を救 って来た功は大きい.し か し,「不開明の時期に功

があっても開明の時期に用のないものを,有 為少壮者に

学ばせる事は出来ない」というのが,明 治医界第一世代

共通の意見であった.理 由は,伝 染病の予防に無力,法

医学(裁 判医学)的 知識欠如,及 び,軍 陣医学に役立た

ない(現 に日r1,日 露戦争では漢方は使われていない)

等であった.そ れに対 して,竹 山u一 郎は著書(漢 方医

術復興の理論,昭 和is年 初版)に 「本質的に個人的な

臨陳医術であり,明 治の社会医学の要求に応じきれない.

臨床的であ ったから,経 験を通 じて術 として会得され,

学としての体系が無かった為に科学的批判と対抗 し得な

か った.臨 床にかけては洋法に勝るものである」 と言 っ

ている.相 良知安等佐藤尚中一門が東京医学校(大 学東

校)の 運営過程で医制度及び学制度の案を作 っている頃

は維新時代の軍事医学 として西洋医学が圧倒的に優位に

あり従来の漢方に置き換わ っていた.そ して,天 皇を中

心 とする国家形成の国策の中で医学を国政の一つとして

西洋の医学をAく 敢 り入れようとしていた.医 学 として

体系をなす事が出来なか った国学(和 医方)の 中身を西

洋医学で充実させようという時代である.漢 方医のグルー

プは大学の中に 「1!A医 道御用ttt」を設置,国 学者 と共

に参加 して和医方のテキス トとして日本古医方の本を選

んだりした.要 するに和方医を全面に立てて西洋医と対

峙 していた.や がて相良は退 き,明 治6年 に長輿専斉が

文部省医務局長になった.こ れに先立 ち,長 興は明治4

年か ら6年 にかけて,医 学 ・医療観察のため ヨーロッパ

に派遺されていた.医 療の欧化の方向は更に展開 した.

明治7年,長 與は西洋医学六科のみによる医術開業試験

を布達.従 来医業の医者は試験免除,漢 方医による医療

は一・代のみとする内容であった.そ れに対 して,漢 方医

は漢方六科による開業試験を求めたが容れられなかった,

また,大 久保利wは 漢方贔製であったが彼は脚気病院を

設逮 し,漢 方医と西洋医に治療を競わせた.結 果は漢方

の方がやや良かったが,大 久保の暗殺により此の試みは

うやむやになってしまった.そ の後 も漢方医に1;i1免 許

を下付されたいとの願いは続いた。長谷川泰(尚 中一門)

は両医学の国家的損失を比較 し,「医師免許wiF.を有する

者が漢方を行 ってはならぬとい う法律ではない.医 師の

免許を取f;}してか ら漢方を行う様」に主張 している1「,

明治17年 か ら西洋医学にもとつ く阪術勧業試験がk施

された。従来か ら開業の25才 以上の医師は試験免除で,

これと引き替えに和漢医の開業試験はna否されだ射&抑.

以上が,ド イツ医師着任後の国内の状況である.1寒制に

厳 しい内容の実施を難議 し政府 はそれを受けて欧化は実

施に移されたが,同 時に論議されていた学制の評議にも

ドイッ医師の関与が見られた結果 となった.

XV.ド イツ医学採用の評価 と考察

　低迷か ら脱却 して世界の最高峰になった時代の ドイツ

医学を採川 した日木の選択は誤 りではなかった.IlltlUl的

にも最適であったと言える.前 述 した様に,解 体　rc;が

刊行 された頃 に外国医学を導入する事態となっていたら

ドイツは候補の国の リス トから漏れていたであろう.b1.

値民地支配下にあるわけでもない一国が他国の制度を全

面的に模倣 した例は他には無いであろうと言われてい

る3,.日 本は ドイツ医学導入の約20年 後には北里や山

極の様な世界に伍する研究者を躍出 している.即 ち略

且/4世紀で列強に追いfitいた事になる.た だ,基 礎瞑学

の研究面では確かに最高の国を選んだが,ド イツが臨床

分野で冠絶 していた訳ではないa'.,実技 ・経験を主とし

学理を従とする英米医学に対し,思 弁的であり学理を,k

んず ドイツ医学が,元 々訓詰の学である日本的,f:族 的

教養にとって。より高尚 。高遠に映 じた事 も確かであろ

う.又,絶 対主義,君 三}三主義のプロシャの医学制度の採

用は日本政治上の保守勢力には安全な選択であった1釦.

しかし,そ のiiiにはその後の日本のf7:fが 負はなければ

ならなかった封建性 も含まれていた(安 芸基夫 ・ドイツ

医学採mにiiiす るフルベッキの証言とその時代的背景,

文献14よ り引用).明 治 初期に於 ける西洋医学導入の

段階で,そ の内容はオランダ軍医学校からドイツ軍医学

校へと受け継がれた.既 に記 した様に安政3年(1856)

幕府は諸外国の接触が多 くなったので海軍訓練の為習得

所を作りオランダに海軍の指導を依頼した.こ の時,オ

ランダ軍医に長崎で医学を教授する様に頼み,ボ ンペが

その医師として選ばれた.ポ ンペは1]本 の快学にtea初に

西欧のE7Cf1制度を紹介 した功績は大きいが,ユ トレヒト

軍医学校の出身であり,こ れが軍医Xflの 第一歩 となっ

た.次 に来日したボー ドウインは同校で15年 の教育歴

を持っ医師であった.そ れ以後来日した医師 もボー ドウ

インが蜜1`医学校で教えた軍医達であった.ド イツ医学採

用という,1`は大学東校に ドイツ人医師を招牌する事で実
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現 し,プ ロシャ陸軍および海軍の軍医二人が赴任してき

た.そ して初期に受けた医学 システムは軍医学校のもの

その ものであったsi.ド イツの場合,軍 医採用の理由と

しては軍医は日本の武士階級 に棺当する上級の身分であ

ると受 け止められ,そ れに反 し,文 民の限師は平民階級

と受け取 られていた101.政府が医師二人の派遣を要oarし

た時,ド イツ代理大使フォン・プラントがベルqン に伝

えた内容は次の通 りであった.「軍医は士族階級 とみな

され,文 句なしに比較的高い尊敬を払われ,貴 族社会に

迎え入れられ,恐 らくは天皇陛一ドの侍医になる見込みが

ある」凱l--.

XVI。 軍医学校の医学を採用 した影響

　a)カ リキーラムが硬直性であり全学科必修であり学

科に選択の余地がない.こ れは実地に役立っ医師を促成

に作 らなければならない立場から見ると尤もな事である.

当時,日 本の大学には学生や教師が自由に討論 して受菊

科目を決めるという習慣は無かった.管 理者が考えて作

成 した教科課程をそのまま1順守する事が,急 速な発展を

期待す る政府の医育方針 に沿 った道であ ったのであろ

うzm.

　b)医 学哲学,医 学概論,医 史学,医 療経済,看 護学

等の教育科目又は講座が無い大学が多い0.ID'..

　 c)医 師の自由な発想に依らず,上 からの命令一下ひ

tzす ら医療に専念する医師の養成の習慣のある場合があ

る.

　 d)専 門臨床科 目Tc視の傾向が強 く,そ の結果哲学 は

無 く医療技術の習得 ・開発のみに走る場合がある.

　 e)専 門科の中に閉 じこもり医学内の他の科や医学以

外の学科との連係による活動が少ない.

　 f)1'(医 学校のみの影響ではないが,ヨ ーロッパでの

プロフェソールという語は 「大学で講義出来る程の専門

家」 という資格の名称であり一生の呼称であるが,日 本

では教授という職階を指 し,退 戦と共に消える」o)・w.

XVII.ド イツ医学採用の過程で

　 不思臓に思われている事項

　 a)明 治 初 期 にNイ ツ医学 の 優 秀 性 を 果 た して ど の 程

度 理 解 して い たで あ ろ うか 両.

　 b)理 路 整 然 と して い て も,微 士 相 良 知.,.の 資言 の み

で,イ ギ リス医学 採 用 に 傾 い て い た廟 議 が 変 わ る もの で

あ ろ うかim。

　 c)当 時 の ドイ ツの 国 家 体 制 と政 局 を年 代 別 に 見 て み

ると,プ ロイセ ン立憲国家の誕生 は1850年,ビ スマル

クが宰相 となるのは1862年,北 ドイッ連邦の形成は

1867年,普 仏戦争勃発は1870年,そ して ドイツ帝国

発足宣言は1871年 であるi792a.明 治政府で外国医育制

度誘致の論議が行われていたのは明治2年(1869)で

あるから1850～67年 の間にプロシャの国家体制の儲報

を碍ていたのであろうが,ド イツ帝国は未だ発足 してい

ない,現 に,前 記の ドイツ代理大使の正式肩普きは北 ド

イツ辿邦大使であった.

　d)フ ルベ ッキが相良 ・岩佐に ドイツ医学を薦めた事

が大きく影響 したと伝え られるが,工 学系でありアメリ

カに移住 していたのに,ド イツ医学の正当な評価が出来

ていたのであろうか.ド イツ医学採m決 定後,来 日した

ドイッ医師 ミュルレルは開成佼で彼に会 っているが 「配

菅工(一 説 には錠前師)と して育 ったアメリカ宣教師で

日本の官庁の偉い人の言 う'uな らそれが馬鹿げたiKとわ

か っても追従 して しまう」と評価は低いa・&If..此等の

指摘は事後に誰かがつけ加えた説明の可能性があるので

はないかと後.世の歴史家が記蔵 している諸事項である.

加えて案ず るに,一 連の医療選択論議の経過中に,維 新

時に発揮 されたイギ リス人医師による戦陣医学の腕前は

別 として,純 枠な学事 としてイギ リスやフランス等の医

学を ドイツのそれと比較検討 した記載は見当たらない.

それにしても,シ ーボル ト以後 ドイツの医学 ・医療の実

体に触れる機会が殆ど無かった状態で,オ ランダ医師及

び他国人から得た間接的な情報や,翻 訳を通 じての僅か

な経験のみか らドイツ医学採用に踏み切った訳だが,結

果としては誤 りでなかったil(は幸いであった.

おわ りに

　以上西洋塚学 との出会いと移入からドイツ医学選定 ・

導入に至る迄の経過の概要を記 した.駐 国の医制,列 強

に伍する医学の確立を目指 して明治維新政権が官立医学

校を設立する時に,手 探 りで捜 し当てた西洋医学モデル

はこのような ものであっだ5適.医学 とは離れ社会面から

維新以後の西欧化の過程をみてみると,三 種に分ける事

が出来る,第 一 は維新からlG年 頃 までで,旧 文物一洗

の段階であり,イ ギリス起源の功利主義の思潮であった.

やがて10～20年 にはフランスの自由思潮であり,そ の

後,ド イツ流の国家主義が唱えられた,こ の内,flKも 勢

力があったのがイギリス流の功利主義であったと言われ

る鋤.医 制論議はこの第一の段階の折に起ったのである

が,論 議の茶礎資料は,遡 って徳川幕府の末期までの日

本の医療におけるオランダ医学習得の過程で蓄積された
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もの を 用 い て い る.福 沢 先 生 は この 第 一 段 階 の 時 期 に 慶

慮 医学 校 を 発 足 させ られ た訳 で あ る.先 生 は適 塾 で 医学

書 を 読 まれ,又,維 新前 に三 回 外 遊 して お られ 等,西 洋

医 学 につ い て 可 な りの基 礎 見 解 を持 って居 られ た.最 初

は万 延 元 年(1860)に 戒 臨 丸 で 木 村 摂 津 守 の 従 者 と し

て ア メ リカの サ ン フ ラ ン シス コ に行 か れ,数 病 院 を 見 学

さ れ て い る.第 二 回 は 文 久 元 年(186D遺 欧 使 節 団 の

一員 と して
,フ ラ ンス,イ ギ1」ス,オ ラ ンダ.プ ロ シ ャ,

ロ シア,ポ ル トガ ルを 訪 問 し,公 務 の 外 に可 な りの 数 の

病 院 を視 察 され た.第 三 回 目は軍 艦 受 け 取 り委 員 の 随 員

と して 再度 の ア メ リカ訪 問 で あ った.後 の 啓 蒙 思 想 家 と

して 開化 期 の 日本 を指 導 す る先 生 の 西 洋 に関 す る知 識 と

体験 の 大 部 分 は第 二 回 の ヨー ロ ッパ 歴 訪 に お い て得 られ

た もの で あ った と伝 え られ る.医 事 に関 して もこ の機 会

に 多 くを 見学 し,医 療 の 現 場 に 接 す る事 に よ って理 解 を

深 め られ た と思 わ れ る.訪 問 ・見 学 され た医 学 関 係 の 施

設 は病 院 で あ った が 可 な りの 数 で あ る.一 部 の 例 を 挙 げ

る と,パIJで は ラ リボ ア ジエル病 院(1962年3月9日),

ロ ン ドンの キ ング ス ・カ レ ッ ジ病 院(5月6日),セ ン

ト ・メ ア リー ・マ グ ダー レ ン教 会 の唖 院,ペ ツ レム病 院

(錨院,誼:情 神 病 院),盲 院,等,プ ロ シ ャで はベ ル リ

ン の シ ャ リ テ 病 院(7月25日)等 が 挙 げ ら る れ

るao.　a:・JI〕.また,ベ ル リ ンで は プ ロ シ ャ国 王 の 侍 医 ラ ウ

エ ル博 士 に会 って お られ る.同 じく国 王 の 侍 医 で あ りベ

ル リ ン大 学 の 切代 医学 部長の フー フ ェ ラ ン ドが話 題 にな っ

た で あ ろ う,福 沢 先 生 の 師 で あ る緒 方 洪 庵 が ドイ ッ語 の

原 文 か らオ ラ ン ダ語 に翻 訳 され て い た フ ー フ ェ ラ ン ドの

医戒n:に 関 す る著 轡 を 日本 語 に訳 し 「扶 氏 経 験 遺 訓 」 と

題 して 刊 行 して い るの で フ ー プxラ ン ドの{!}1}には 接 し

て お られ たov.さ て,前 述 の 病 院 は 何 れ も それ ぞ れ の国

の 代 表 的 な病 院 で あ りその 時 期 に は病 院 は従 米 の様 に教

会 等 がtt困 者 や老 人 な ど の世 話 を す る場 と して の性 格 か

ら,病 人 の診 療 を任 務 とす る機 構 に性 格 が 変 わ うて お り,

所 謂 病 院 医 学'6の 場 と して繁 栄 して い た 時 期 で あ った.

入 院 ベ ッ ド数,医 師 の数,手 術 場,看 護 の状 況 な どの報

告 は福 翁 自伝 に見 られ る.大 学 や 研 究 所 は 見 て お られ な

いが,少 な くと も欧米 の 医 療 事 情 の 現 場 を可 な り精 密 に

観 察 され 理 解 され て い た事 は確 か で あ る.先 生 は元 来 医

学 に接 す る機 会 が多 か った.列 挙 す る と次 の 通 りで あ る.

適 塾 の 時 代 に は緒方 洪 庵,新 井 白石,大 村 益 二郎 他 多 く

の 医 師 に接 して お られ た.塾 に あ るio数 種 類 の 　 Pの

本 の 大 部分 は医学 書 で あ り,悉 く読 破 さ れ た と いわ れ る.

就 中,三Cisか ら成 る リセ ラ ン ドの 生 理 学 書 を 三 度 も通 読

さ れ た12}.戚 臨 丸 で渡 米 の折,太 平 洋 で 船 は30～40度

も傾 き,艦 長 の勝 海 舟 を は じめ医 師 も船 酔 い に な っ た時,

先生は酔わず,医 師の指示で薬を調合 し配って飲ませた

経験 もある.即 ち臨時なが ら看護士 としての,一 部薬剤

師としての役目を果た した経験 もある錨.新 銭座の慶晦

義塾には日本で初めて医務部をiitかれたし,明 治12年

東大医学部学位授与式の祝辞で,「 自分は医者ではない

が本と医の門にあ り洋学を学んだ者なれば,医 に対して

同情憐惜するの感 なきを得ず」と言われているiO1.こ れ

が先生の本心であろう.先 生の基本方針は 「我が国は西

'r文明を取り入れなければならない
,西 洋の中では英米

をよ しとする,英 語は世界中何処でも通用する,英 語を

通 じて,文 化を摂取 しなければならない」であった.こ

の基本方針の上に立って上記の様な医に関する基礎知識

と知ろうとす る探求努力が慶慮義塾医学所発足の動機付

けになったのであろう.更 に,イ ギ リスとフランスでそ

の時期に最 も充実 していた病院中心の医学の現場を見て

おられる事,当 時の社会一般のイギ リス思潮,x1:戸 から

東京時代にかけて慶曄義塾が唯一の英譜塾であった事等

から明治6年 の慶慮義塾医学校の設立に際 しイギ リス医

学を採用 された意図を察する事が出来る.

　大正6年(本 科は大正9年)に 北里柴三郎先生は慶態

義塾大学 に医学部を設置された,そ の折に先生は 「基礎

医学 と臨床との緊密な連係の必要挫」を強調 された.明

治3年 に,日 本は大学 と研究所での活動を主体として医

学を推進 しようとする ドイツの医育制度を導入 し,そ の

制度に漬かって略半世紀が経過 したこの時期に,臨 床医

学との密接な関係の必要性を指摘された訳である.こ の

事は,別 の表現をするならば,大 学における教育 ・研究

に基礎を置 くドイツ医学と病院における診療と研究に主

眼をおく臨床fe向 のイギリス医学の両者を合わせてこそ

真の医学としての発展がある事を示唆されている.先 生

自身は,病 院医学よりも大学 ・研究所の活動に重点を置

くドイッ医学を取り入れた東京大学に学び,し か も,そ

の宗家である ドイッの大学に留学 して研究の成果を挙げ

られた.そ れなればこそ,こ の指示は,ド イツ医学の特

長に加えて臨味医学の重要姓にも目を配られた高次元の

判断によるものであり,明 治初期に,基 礎医学を1T[#!す

るか,臨 床医学に主眼を置くかrを 考慮に入れる余裕な

く,ど れか一っの国の制度に限定 して椙手国を探索せざ

るを得なかった医制論争の結果からは数段抜け出た次元

の理解であったと言える.

　 アメリカのジ3一 ンス ・ホプキ ンス大学の医学部も,

且876年 に ドイツ医学方式 を取 り入れて発足 した1.J.9Jl.

f1本に二人の ドイツ医師が赴任 した時期,即 ち ドイツ医

学受容の開始時期は1871年(明'治4年)で あるからほ

ぼ同時期であ る.ア メ7カ の医学 教育の歴 史の中で
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17一一18世 紀 は不 毛 のuylUlで あ っ た と.tわ れ る.独 立 の

初 め に 存 在 した 医 科 系 の 学 校 は ペ ン シル ヴ ァニ ア大 学

(1765.),キ ン グ ス ・カ レ ッ ジ(1767,後 の コ ロ ン ビア

大学),ハ ー ヴ ァー ド大 学(1782),ダ ー トマ ス ・カ レ ッ

ジC1798)と トラ ン シ ル ヴ 」・ニ ア 。カ レ ッ ジ(i7as)

の 鷺 校 の み で あ る.世 悶 で は非 医 者 の 横 行 が あ り,又,

程 度 のusい 医学 校(修 業2年)が 乱 立 して お り1886年

ま で に60校 を数 え た.ハ ー ヴ ァー ド大一"r`一の エ リオ ッ ト

学 長 はi学 生 の学 力 の 低下 を警 告 し,ア メ リカ医'一7を支

え て い る もの は,ヨ ー ロ ッパ諸 国 に留 学 した少 数 の 医 師

の み で あ る と極 言 した.留 学 先 は そ の国 の 医 学 の 隆 盛 の

程 度 に 平 行 して イ ギ リス,フ ラ ンスか ら ドイ ッへ と移 動

した.1749～1800年 の 闇 に は エ ジ ンバ ラ 大 学 にU7

名,そ の後 パ リの大 学 に移 って い っ た.や が て,ド イ ツ

医 学 が 思 弁 医 学 の 混 迷 か ら脱 却 し復 興 して か ら は,

is2s～1914年 の 間 に 留学 先 は ドイ ツが 多 くな った.留

学 者 は ゲ ッ チ ン ゲ ン大 学(209人,1825^一1910),ハ

イ デ ル ベ ル グ大 学(1200人,1840～1910),ヴ ユ ル ツ

ブ ル グ大 学(185人,且870～1914)の 様 な状 況 で あ っ

た.当 時 ジ ョ ン ・モル ガ ンは,今 日の教 養課 程 に相 当 す

る 基 礎 科学 を 重 視 し,科 学 の段 階 を経 てi#fiJiされ る調 和

の とれ た医学 教 育 を 理 想 とす る と論 説 して い るが,現 実

は遥 か に掛 け離 れ た状 態 で あ った.ジ コー ンス ・ホ プ キ

ンス大 学 は この よ うな 異常 な環 境 の 申 で 創設 され た.初

めペ ー ジェ ッ ト(ロ ン ドン),ロ ー レ ンス(オ ックス フ ォー

ド),タ ーナ ー(エ ジンバ ラ)等 の意 見 で,オ ックス フ ォー

ドの シ ステ ム を 採 用 す る 予定 で あ った.ド イ ツ医 学 を 採

用 す る事 に は ウィ リア ム ・H・ ウ エ ル チ(後 記)の 貢 献

が 大 きか うた2}.彼 は医 学 の 教 育 の 知 識 が 豊 富 で あ った.

全 て の 面 で イ ギ リス色 の強 い ニ ュ ー イ ング ラ ン ド地 区 で

ど の 様 に して ドイ ツ医 学 を イ ギ リス医 学 と調 和 させ て 発

展 して 来 た の で あ ろ うか.そ こ に は,設 立 の 初 め か ら特

色 の あ る状 況 が あ った.ボ ル チ モ アの 商 人 で あ り銀 行 家

で あ った ジ ョー ンス ・ホ プTン スの 遺 富 は 「遺 産 の 半 分

を 大px7医 学 部 の設 立 に,.,:分 を 病 院 の 設 立 に使 って 欲 し

い」 で あ った.加 え て彼 は生 前 に,大t...一Pと病 院 に っ い て

「医 学 校 は 大 学 区 の中 に な けれ ば な らず,さ らに レ ヴz

ル の 溺 い病 院 と深 い関 係 を持 ち.互 い に治 療 ・教 育 ・研

究 とい う協 力 体制 を 作 らな けれ ば な ら/jい 」 と言 い 残 し

て い る:m.こ れ は,越 礎 医学 重 視か 病 院J三体 の 臨床 医'7

にr(1.`.iをPVIくか の 二者 選 一 を迫 ま られ て いた 当 時 のE'1efi

機 関 に対 して,ま さ に卓 越 した見 識 の あ る提 言 で あ った.

今 日の大 学 医学 部 に求 め られ る姿 勢 そ の もの です らあ る.

加 え て,同 大学 は 発足 の初 期 に 次 々 と新 しい 方 針 を打 ち

出 し実 行 して い った.例 を一1二げ る と,次 の 通 りで あ る.

　 a)優 れた教員を桀めた.カ7フ ォルニア大学f長 の

ダニエル ・コイト・ギルマンがジョーンス ・ホブキンス

大学の学艮となり,中 心 となって世界中から若くて優れ

た教授を築めた.1ui初 に採用 したのがウイ1,ア ム ・H・

ウェルチであり,新 大学13iYrc大 きなカ となった,後 に

初代病理学教授 となる.

　 b)学 生の選抜において,初 めて女子学坐をとった.

ハーヴァー ド大学は195年 まで女子はとらなか った.

　 c)入 学資格は 「大学卒業又はそれと同等の学力を持

っもの」とした。即ち医学部を理科系大学の大学院相当

に位置付けた形となる.こ れを見て,ハ ーヴァード大掌

やコロンビア大学は改革をしたと言われる.こ の方式は,

現在のアメリカの大学医学部及び医科大学金体で採用 し

ている受験資格でもある.

　 d)塑 礎科1≡1にフランス語とドイツ語をいれた.!Jlち,

アメリカにとって全く新 しい那を実行し,或 功させた訳

である.又,後 に教授になったウィ リアム ・オスラーは

インターンと レジデ ントの制度を作 り上げた鼠`'31}.こ

の様に後発の大学ではあったが,創 始者の卓児に支えら

れた,新 しさに溢れた出発であった.医 師ではない創始

者が語 った希製の内容は。大学:を主体とするドイツ医学

と燭院における実地医学に重点を置 くイギ リス医学 との

密接な連係を求めているものである.敢 えて:E!aす るな

らば,昌 ユーイングランド地区に既に存在 していたイギ

リス式病院医学との協調を示唆 していたのかも知れない.

両者の特長の1[t4・ 融合の方針が医学部の特長である箏

が知れ渡ったお陰で一躍名をあげ,加 えて,独 立時の旺

盛な開拓糟神に則り新鮮な学校運営を実行に移 したΨも

あり,数 年で ジ3ン ス ・ホプキ ンス方式をアメリカ全土

に広げる繕果となった.こ れが同大学の創設時の状況で

あった.現 在の目で見てみると,同 大学は ドイツを手本

として発足 し,従 来からアメリカにあるイギ リス寄 りの

医学の特長を取り込み,自 ら医育制度に新 しい発想を盛

り込んだ.そ の力が,ア メリカでの次のステップの発展

への活力になうた.ド イッ医rに よる大学 ・研究所中心

の活動の特艮を生か した例の一っは研究所の設uY.tである.

有名なロックフzラ ー研究所(L913年 に設立)は 前記

のジョーンス ・:r:プキンス大学絹理学教授のウェルチ等

の努力によって作られた.ま た。これはジョーンス ・ホ

プキンス大学の独創ではないが,ア メリカの一般の大学

では,ド イツ医学における基礎医学 と臨床医学との画然

たる区別の体制を排除 し,医 学において,基 礎 ・臨床両

分野の医者による活動 と科学者による活動とを混在した

まま,医 学の発展 ・専門分野の細分化に投入 して来 た.

この方式は別 としても,同 大学の設立は大学 としては後
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発であったが,従 来存在 していたイギ リス医学傾向の強

い医学体制の中にドイツ系の優れた部分を選んで移入し,

初期のアメリカの大学の医育体制に大きな影響を与えた

のである.

　前述の ジョーンス ・ホプンス大学の創立はアメリカの

独立か ら既に70隼 が経過 してはいるとは,.え 独立とい

う社会変動の時期においてであり,同 じく政治体制の大

変革があった日本の明治維新直後に医fi'制度の選択が行

われていた時期の状況に似ている.一 ・大学の場合と一国

の場合とは場が異なるが,敢 えて,ド イツ医学の受け人

れ方を比較 してみる.前 者の場合,国 家の方針と して

「人民の為に」が全ての考え方の根本にあった.科 学の

為の科学という見解の.ドで発達 した ドイツの医学制度 と

どの様につ き合ってい くかを考える事が求め られていた

であろう.他 面,独 立後五っ しかなかったにせよ,既 に

観察 し批判する対象となる先行の大学医学部があ った.

又,主 として欧州人か ら成る移民が欧州以外の土地,即

ちアメリカ大陸に来て,以 前に同 じ欧州入が作 った医学

の体制を改新する事になる訳であり,前 人の業積の成否

を直視し緒穣の矛盾を比較的に見っけ易い環境にはあっ

た,い ずれにせよ,創 始者の医学に対する素朴ではある

が秀でた期待を背景 として,当 時の不毛な医育環境を新

天地開拓 という時流に乗 ったパワーで改めていったのが

特長である.一 方,日 本の場合,ド イッ医学郷入は西洋

に追い付 く為の使命感か らの国策の一環であった.医 学

は欧州から東洋に向けて来たのであ り,両 地域闘の文化

の養は大きく,受 け入れた時には違和感があったであろ

うと想像される。それは,驚 きで もあ り,一fitの 畏敬の

念を以て迎えられたと思われる.そ して.先 行する医科

大学 もなく,和 医方,漢 方と僅かな蘭方の蓄稿があるの

みで,国 内には導入された ドイツ医学を吟味或 は比較検

討する材料も無かったので,た だ ドイツ11:'ｰrの移植を有

り難 く受 け入れるしかなか ったと言えよう.加 えて,日

本の場 合には,国 家が先導 して導入 した ドイツ医学 は軍

医学校医学であった,こ れらの事情が,ア メリカと略同

じ時期に同 じくドイツ医学を尋入 して も,後 の段階にお

いて両国の医学の展開の方向が異なった原因になったの

であろう.

　 日本に移入された西洋医学の中,南 蛮医学 はeis半世紀

間であったが.蘭 医学は約2世 紀半続いた.そ の主体は

実fで あり,医 学思想 として受容されたものは幕末の短

期間のみであった,蘭 学医学思想の基盤は大別 して三時

期に分けられるII.

　a)ラ イデン学統医学移入時代　18世 紀半ばまで約

1世 紀半である.is世 紀前半にヨーロッパを風廓 した

ブールハーヴェを中心 にオランダのライデンで栄えたf

統である.臨 床観察の正確なる把握を第一義的のものと

し自然の良能を尊碗 し無益に術を施さない:Jiを強調して

いる.杉 田玄白の著書 「瘍家大成」の中の挿絵に引用さ

れている.又,華 岡清洲などの乳腺手術に与えた影響は

大きいと言われる.和uへ の翻訳が多い時期である.エ

ジンバラ派やウイーン派はこの学;統に属する.

　b)ド イツ生気論医学移入時代　 18世 紀後半か ら19

世紀 にかけて約40年,ド イツのフーフェランドを中心

に ドイツで行われた医学であり,r学 は哲学と密接な関

係にある事を説いた.医 戒にっいての結方洪庵の翻訳書

がある事は既に述べた.

　c)病 理解剖を主体とした医学移入時代　 1g世 紀前半

の近代 ドイッの医学を主とし,明 治の時期に至り蘭学を

離れ,一 時英米医学を移入する時期であるLI.以 上三樋

の基盤は,蘭 館医が日本人に教えた内容の中に,そ れぞ

れの時期に櫓当して背景になっている事を意味するが,

個々の医師がet体 的に教示 したものではない.長 い蘭学

の時代が終わ り,短 期間の英米r%=Fと の接触に次いで明

冶初年に ドイツ医学が導入された.オ ランダ医学はその

伝来の前半においては特に体系的なものは無か ったと思

われるが,後,i:,特 にポンペ以後では軍医学校の医学で

あったとしても,或 る体系化 された医育制度の下での教

示であった.し か し,今 日,オ ランダ医学の痕跡と思わ

れる医学思想や技術は指摘出来るであろうか.或 は,そ

れらは後に来るドイツ医学の中に埋没 して しまったので

あろうか.

　 日本の近代医学は ドイツ医学の移植か ら始まったと表

現される事が多い.し か し,本 来の ドイツの大学の特長

は教育,学 習,研 究において選択の自由がある事であっ

た:]」.明治初期に日本に移鮫された ドイツ医学は,,i;医に

よるものであり,ド イツの大学で教え られる本来の ドイ

ッの教育制度の申の医学教育とt3Yiな るものであったが.

それなりの成果はあった.導 人後,日 清と日露の両戦で

は,オ ランダ医学,イ ギリス医療を経験 した後に ドイツ

医学を加えた酉洋医学の体験はおおいに役立ち,自 信を

つけた.そ して,大 正3年(1914)の 第.一.・次世界大戦

に至って日本は ドイツに敵対する立場となり,こ の時点

で日本の医学 はドイツか ら離れ自立して日本化したと言

え る日..以 後,独 自に発展 して 来たが,昭#ll　 20年

(1945)の 終戦以後はアメリカの影響を受 ける.!1二が多 く

なった.こ の様な経過を辿 って来た日本の庚学である.

　 twJt.先生が医学所を設立された時に英医学を範とされ

た事の背景を探索 してきたが,そ れは即ち,南 蛮医学が

渡来して以来ll本 の医学が歩んだ道を辿 ってみた..i_で察
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す る事 で あ うた.今 日,日 本 の 医学 を こ こま で 育成 さ れ

た 先 人 の 努 力 に感 謝 しっ っ,現 在 に残 る一 世紀 半 前 の 医

学 移 植 とその 後 の 多 様 な 修 飾 に よ って生 じた正 と負 の 遺

産 を 直 視 し,内 容 を再 認 識 す る時 期 に 来 て い る.そ して

正 な る もの は よ く吟 味 して 更 な る発 展 に導 き,負 な る も

の は分 析 して これ を 改 め,こ の様 な 努 力 を7tね なが ら.世

界 の 医 学 ・医 療 情 勢 の 中 で,よ り高 い 自立 の 医学 を 目指

す の が 我 々の 進 む べ き道 で あ ろ う.
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26)新 村　拓,日 本医療史　吉川弘文館　aaos

27)杉 本っ とむ,江 戸の阿蘭陀流 医師 　早 稲田大学出版部

　 　zooz

28)小 川鼎 三,医 学 の歴史 　中公 新書 　39　 中 央公論新 社

　 　 　1964

29)[(IF:#tiGft.西 洋教 責移入の方 途　野悶 教育研突 所紀要

　 　講談藍上　昭桐136町 二

30)太 田臨一郎,#GI沢 諭 吉 と医 学　翻沢手帳　福沢輸吉脇会

　 　 　nil和157年

31)集 野利夫,南 蛮tア ルiイ ダ　戦国 日本を生 きぬい たポ

　 　 ル トガル人　 榔!F房 　1993

32)山1コ ー 夫,福 沢 輸吉の西航 巡歴　禰沢諭吉協会避宙　文

　 　 化総合出版 昭和55年

33)111本 和利,医 学生か らみ る医学史 診断 と治 療祉2005

3A)山 内 慶太　 ロ ンドンの福沢先生 の足跡 を辿 って　三 田評

　 　論 　　¥o,ions　 2002
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